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【国際特許分類】
   Ｄ２１Ｈ  21/18     (2006.01)
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【ＦＩ】
   Ｄ２１Ｈ   21/18     　　　　
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【手続補正書】
【提出日】平成30年7月2日(2018.7.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　紙、板紙などに用いる紙力剤であって、
　－リファイニングの度合いが７０°ＳＲを超える（＞）、機械的にリファイニングした
セルロース系繊維である第１成分、及び
　－ｐＨ２．７で測定した電荷密度が０．１～２．５ｍｅｑ／ｇであって、かつ、平均分
子量が３００，０００ｇ／ｍｏｌを超える（＞）合成カチオン性ポリマーである第２成分
を含むことを特徴とする紙力剤。
【請求項２】
　該セルロース系繊維のリファイニングの度合いが７０～９８°ＳＲ、好ましくは７５～
９０°ＳＲ、より好ましくは７７～８７°ＳＲであることを特徴とする請求項１に記載の
紙力剤。
【請求項３】
　該第１成分が、クラフトパルプ化によって得た、かつ、機械的にのみリファイニングし
たセルロース系繊維からなることを特徴とする請求項１又は２に記載の紙力剤。　　
【請求項４】
　該セルロース系繊維が、クラフトパルプ化によって得た漂白針葉樹繊維であることを特
徴とする請求項１、２又は３に記載の紙力剤。
【請求項５】
　該合成カチオン性ポリマーの電荷密度が、０．２～２．５ｍｅｑ／ｇ、好ましくは０．
３～１．９ｍｅｑ／ｇ、より好ましくは０．４～１．３５ｍｅｑ／ｇであることを特徴と
する請求項１～４のいずれか一項に記載の紙力剤。
【請求項６】
　該合成カチオン性ポリマーの平均分子量が、３００，０００～６，０００，０００ｇ／
ｍｏｌ、好ましくは４００，０００～４，０００，０００ｇ／ｍｏｌ、より好ましくは５
００，０００～１，９００，０００ｇ／ｍｏｌであることを特徴とする請求項１～５のい
ずれか一項に記載の紙力剤。
【請求項７】
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　該合成カチオン性ポリマーが、メタクリルアミド又はアクリルアミドと少なくとも１種
のカチオン性モノマーとのコポリマーであることを特徴とする請求項１～６のいずれか一
項に記載の紙力剤。
【請求項８】
　該カチオン性モノマーが、メタクリロイルオキシエチルトリメチルアンモニウムクロリ
ド、アクリロイルオキシエチルトリメチルアンモニウムクロリド、３－（メタクリルアミ
ド）プロピルトリメチルアンモニウムクロリド、３－（アクリロイルアミド）プロピルト
リメチルアンモニウムクロリド、ジアリルジメチルアンモニウムクロリド、ジメチルアミ
ノエチルアクリレート、ジメチルアミノエチルメタクリレート、ジメチルアミノプロピル
アクリルアミド、及びジメチルアミノプロピルメタクリルアミドからなる群から選ばれた
ものであることを特徴とする請求項７に記載の紙力剤。
【請求項９】
　置換度が０．０１～０．５、好ましくは０．０４～０．３、より好ましくは０．０５～
０．２のカチオン性又は両性デンプンを含むことを特徴とする請求項１に記載の紙力剤。
【請求項１０】
　７０～９９．８質量％、好ましくは９０～９９質量％のリファイニングしたセルロース
系繊維及び０．５～１０質量％、好ましくは１～５質量％の合成カチオン性ポリマーを含
むことを特徴とする請求項１～９のいずれか一項に記載の紙力剤。　
【請求項１１】
　該リファイニングしたセルロース系繊維及び合成カチオン性ポリマーを、１００：１～
５：１、好ましくは７０：１～２０：１の比で含むことを特徴とする請求項１～９のいず
れか一項に記載の紙力剤。
【請求項１２】
　紙、板紙などの強度特性を高めるために請求項１～１１のいずれか一項に記載の紙力剤
を使用する方法。
【請求項１３】
　第１成分の用量が０．１～１０質量％、好ましくは０．５～８質量％、より好ましくは
１．５～６質量％の範囲内となり、かつ、第２成分の用量が０．０２～０．５質量％、好
ましくは０．０７～０．４質量％、より好ましくは０．１２～０．２５質量％の範囲内と
なるような量で、該紙力剤をパルプに添加することを特徴とする請求項１２に記載の方法
。　
【請求項１４】
　紙、板紙などの強度特性を高めるための方法であって、
　－繊維ストックを得ること、及び　
　－請求項１～１１のいずれか一項に記載の、第１成分及び第２成分を含む紙力剤を該繊
維ストックに添加すること
を含むことを特徴とする方法。
【請求項１５】
　該繊維ストックが無機填料を含むことを特徴とする請求項１４に記載の方法。
【請求項１６】
　該繊維ストックへ、該紙力剤の第１成分を添加し、その後に該紙力剤の第２成分を添加
することを特徴とする請求項１４又は１５に記載の方法。
【請求項１７】
　該繊維ストックへ、該紙力剤の第２成分を添加し、その後に該紙力剤の第１成分を添加
することを特徴とする請求項１４又は１５に記載の方法。
【請求項１８】
　該紙力剤又は該紙力剤の成分のいずれかを、少なくとも２０ｇ／ｌのコンシステンシー
、好ましくは２５ｇ／ｌを超える、より好ましくは３０ｇ／ｌを超えるコンシステンシー
を有する濃厚繊維ストックに添加することを特徴とする請求項１４～１７のいずれか一項
に記載の方法。
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